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一視覚的類似度によるアパレル製品画像検索システムの構築-
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1.はじめに

アパレル製品に対する印象を検索要求と

する感性検索システム【1】を提案してきた.

本論では製品画像の主観的な類似度にもと

づきデータベースより類似画像を検索する

システムを提案し,スカート画像の検索に

ついて検索精度を評価した検索結果につい

て述べる.

2.類似画像検索システム

提案するシステムは,検索キーとなる画

像を入力すると,入力画像の画像特徴量を

解析し,最も類似性の高い製品画像をデー

タベースより検索し利用者に提示する.主

観的な類似性判断をモデル化した検索アル

ゴリズムを用いる.
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図1類似性推定手法

3.類似画像検索アルゴリズム

アパレル製品画像間の視覚的な類似性を

モデル化するため, SchefEeの一対比較法に

より,製品画像の類似性に関する調査を行

った.ファッション誌より21枚のスカート

画像を抽出し, 20代前半の男女15名によ

って1対の製品画像の類似性を7件法で評
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価した.各被験者の評点より平均評点を算

出し,多次元尺度法(MDS)によって製品画

像の視覚的類似度を3次元空間上-布地す

る.布地図における座標点を画像特徴量よ

り推測する線型回帰式を以下のように定め

た.

MDS,, -xlHyJ +X2HJ～′ +X3HB/ -(1)

MDS,, -X4HJL, +X5H,,･, +X6HB, ･･･(2)

MDSz, =X,H,,+X8H,,･J+X,Sl　･.･(3)

ここで才を画像の数, MDSx,J;Zは推定する

MDSの布置, 1fb"9,b)は製品画像の輝度(Y),

赤(r),緑(g),育(b)について中山らの方法F2)

で算出したフラクタル次元, Sをシルエッ

トの曲率より算出した形状特徴量とし,

xl,",9を最小自乗法により推定する. (図1)

4.結果および考察

各モデル式の重相関係数はそれぞれ,

(1)0.831☆, (2)0.865**,(3)0.846☆であり,モ

デル式による推定座標を用いた類似画像検

索順位と平均評点を用いた類似画像検索順

位間の順位相関は0.667であった.

本手法は､画像の特徴量のみによる従来

の類似画像検索に比べて､人間の類似感に

近いものが検索可能と考えられる.

今後被験者数を増やし検証し､さらに個

人差を考慮したモデルに拡張する｡
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